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研究概要 

 胸部単純 CT における冠動脈の石灰化の程度を簡易的に評価することで、虚

血性心疾患の存在を予測できるかを検討する。 

 

研究の背景 

胸部単純 CT における冠動脈の石灰化の程度と虚血性心疾患の割合は相関し

ており、冠動脈の石灰化は、一般的には Agatston Scoreを用いてスコアリング

される。スコアが 400 点を超えると有意とされており、その場合心筋シンチグ

ラフィーで 30-50％程度の虚血性心疾患の存在が報告されている。 

 

目的 

Agatston Scoreは、特定のアプリケーションを使用しないと測定できず、簡

便なものではない。今研究では胸部単純 CT画像における冠動脈石灰化を簡易的

に測定することによって虚血性心疾患を予測できるか検討する。 

 

研究デザイン 

 後ろ向き観察研究 

 

対象 

 対象 

 2019年 4 月から 2022年 4 月の間に千葉労災病院で動脈造影によ



る冠動脈造影検査が行われた症例のうち、前後 2 年以内に胸部単純

CTが行われた連続 80症例を対象とする。 

 

 除外基準 

１）急性冠症候群の症例 

２）胸部単純 CT時にステントがすでに留置されている症例 

 

方法 

 冠動脈 1 枝における最長の石灰化病変長を測定し、0mm, 0.1-5.0 

mm, 5.1-10.0 mm, 10.1-15.0mm, 15.1mm以上に分類する。それら

を冠動脈 3 枝において行い、スコアリングする。従来の冠動脈石灰

化スコア（Agatston score）も測定し、虚血性心疾患の割合を比較す

る。 

 

患者さんの同意 

 オプトアウト方式を採用する。本研究では、通常の診療で収集し

た情報のみを電子カルテより抽出して使用する後ろ向きの研究であ

り介入ならびに侵襲がない。文部科学省・厚生労働省による「人を

対象とする医学系研究に関する倫理指針」（令和 3年 3月 23日発行、

令和 4 年 3 月 10 日に一部改正）における、「自らの研究機関におい



て保有している既存試料・情報を研究に用いる場合」の「試料を用

いない研究」に該当するため、研究者等は必ずしもインフォームド・

コンセントを受けることを要しない、となる。また過去の症例の同

意書を個別に取得することは困難であり、オプトアウト方式が可能

と判断する。そのため、研究対象者からの個別の同意は取得しない。

個別の同意取得に代わり、当院の公式ホームページの循環器内科の

部分に、本研究の概要の患者向けのオプトアウト文書を公開する。

この文書に研究参加を拒否したい研究対象者はその意思を伝えるこ

とで研究から辞退できることを周知する。 

 

研究期間 

 研究期間：倫理審査委員会承認後から 2025年 3月まで。 

 研究対象期間：2019年 1月から 2022年 4月まで。 
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